
 

最終日 お疲れさまでした！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

14 日の朝日新聞

に出とったわ！ 
記念講演Ⅱ「とつぜん被曝者になること」 
座長：島根県 特養長命園 施設長 須山 俊二氏 

 
記念講演Ⅲ「思い出かたりは元気のもと」 
講師：出雲市民病院 麻酔科部長 鈴木 正典氏 
 

講師：福島県 くわの福祉会 
地域支援部長 寺﨑 友恵氏 

         主任 福田 あつ子氏 

♪ 
 

全国で唯一、県庁所在地に

原発がある島根から声を

あげていきましょう 

♪ 

大勢の生活を守らなけれ

ばなりませんでした… 

京都府 社会福祉法人 七野会 

山根さん 服部さん 脇谷さん 

「雪が降っていて 

びっくりしましたぁ～」 

最後は楽しく！ 
明日から、さっそく使わせてもらいます～ 



この瓦版は、オルフィス EXでプリントしています。 

１１回職員研究集会は仙台でと、開催の準備に動き出していた２０１１年

３月１１日、東日本大震災が起きました。１１回職員研究集会は、北海道・

東北の仲間、そして関東の若い皆様にも支えられ、山形・天童で開催するこ

とができました。その後震災でお世話になった恩返しも含めまして、仙台で

開催ができないか、ずっと考えておりました。 

東日本大震災から３年９か月が過ぎましたが、復興道半ば、福島の原発被

災者１２万人が、故郷に帰れない現状です。被災地から、「みんなが幸せに

生きる本物の福祉とは」を、問いかけたいと考えます。 

１５回集会は仙台で開催します。北海道・東北の仲間たちとともに、皆さ

まをお迎えする準備を進めています。来年は仙台集会に、たくさんたくさん

お集まりください。              

               宮城県 宮城厚生福祉会・小野ともみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日間の研究集会、くたびれが出んかったかね？。 

「縁結びの地 島根」でよぉけ人に会えたかねぇ。 

全国に、がいに仲間がおーと分かって、まげによろこんだわ～！ 

みんな来てごいて「だんだん」だったね！気を付けて、いなっしゃい。 

またあーまで、まめでおーだよー。 

第 14回職員研究交流集会 in島根から宮城へ団体旗授与！島根での集会、

本当にお疲れ様でした。この時期では珍しい大雪予報が出ていましたが、集

会には大きな影響もなく、無事盛会裏で終えることができました。水の都・

松江での三日間、いい想い出ができたでしょうか？また、年末のお忙しい中、

たくさんの参加者を送ってくださった、留守番をされていた職場の皆様に、

“だんだん”と言ってお礼を述べておいてください。今回の集会は戦後最も

危うい政治情勢の中で、憲法を学び、平和と福祉がより穏やかにコラボレー

ションすることを願って企画してみました。是非、このことを職場の中に持

ち帰り、仲間の皆さんと共有していただくようお願いします。さて、来年は

宮城県の「杜の都」仙台で開催されます。宮城県は震災復興の道半ばのよう

ですが、東北、北海道の“絆”で繋がれたネットワークがありますので、素

晴らしい集会になることを祈念し、団体旗授与！ 

第 14回職員研究交流集会 in島根 実行委員長 常陸 実  

 

 

 

 

 

 

 

 

２１・老福連 第１４回職員研究交流会 実行委員長 常陸 実  

被災地から、「みんなが幸せに生きる本物の福祉とは」を考え合いたい！ 

島根から次の開催地へバトンパス！ 

 

仙台に、来てけさいん！ 
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